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P2

立上がり画面は下の画面です。

社名・営業期間の登録から始めてください。
次に、初期設定を行います。期首貸借対照表残高の入力、消費税の会計処理方法
の指定など行います。
資金計画は利益計画・損益予測を完了後行ってください。
中期5か年計画は通常、単年度計画を行ったあと入りますが、それを行わず直接、
中期計画に入るケースもあります。

期首貸借対照表 損益計算書実績貸借対照表実績

利益計画書前期損益計算書 損益実績+予測

初期設定

資金計画書

中期5か年経営計画（利益計画・資金計画・要約貸借対照表・財務分析表）

キャッシュフロー

マネージメント表
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①

②

上の「Main Menu」画面の①【社名・
営業期間登録】ボタンで左の ［A］
画面が開きます。ここで営業期間
の登録を行い、 【次へ】ボタンをク
リックすると、次頁の［B］画面が開
きます。
営業期間の登録が完了した後であ
れば、｢Main Menu｣画面から②【初
期設定・・・・・・・・・・・】ボタンをクリッ
クして［B］画面へ行くことができます。

［A］

a

営業期間は和暦を原則としますが、新年号の第1年度は西暦を使わざるを
得ませんのでご了承ください。



P4

①

［B］

a

b

c

上の画面のaで消費税の会計処理方法の指定を、ｂで消費税率の登録を行ないます。

建設業会計の時は c のチェックボックスにチェックを入れます。

上の画面の①【期首貸借対照表】ボタンをクリックすると下の［C］画面が開きます。

貸借対照表は簡略した科目構成になっています。

｢その他の流動負債｣の金額は入力できません。

借方金額の合計から「その他の流動負債」を除

く貸方金額の合計を差引いた金額を《その他の
流動負債》に表示します。

［Ｃ］

｢その他株主資本｣ は資本準備

金・利益準備金・繰越利益剰余

金等を入力しますが、 「その他

純資産 」 は「新株予約権」など
特殊なものを入力します。



P5

前頁[Ｂ]画面【前期損益計算書】ボタンで下の画面が開きます。この画面で科目
名の登録・追加・修正を行ないます。科目属性の登録や各科目の消費税割合など
も登録します。その上で前期実績データを入力します。

〔消費税割合の登録について〕
役員報酬・租税公課等は空欄のままとします。
消耗品費は全ての金額が課税対象の時は100％と入力します。
交際費は飲食等課税対象の金額が90％、ご祝儀等の非課税金額が
10％というような場合は90％と入力します。

上の画面の右端は左の図に続きます。
前期実績の全データの入力は当該企業の発足時だけであり、次年度
分は更新処理で自動入力されます。但し、通常、経営計画は決算期
到来前に行いますので、決算期直前の1～2か月が未確定状態であり
ながら更新します。未確定部分が確定したら、追って上書き修正を
します。前期データの入力方法は二通りあります。
第一法は全データを入力する方法であり、第二法は決算値を各月に
均等配分する方法です。

第二法についてのみ説明します。 売上・仕入を除く科目の第1月目
に決算値を入力し、【販管費以下全行均等入力】ボタンをクリック
します。決算値の12分の１が各月に均等配分されます。【販管費以
下単行均等入力】ボタンは各行毎に行なわれます。（売上とか仕入
にはこの方法は使えず、必要な時は【連続入力】を使います。）
科目属性は資金計画書に影響します。属性の入力は①【科目属性】

ボタンをクリックし属性入力の専用画面で行なうと便利です。
【連続入力】は選択したセルの値を同行右以降の全欄に入力します。

②

①

③

下の②の枠線内のボタンは御社に特有の科目体系を登録
します。登録した科目体系を取込むには③の枠線内のボタ
ンを使います。④【既定勘定科目の取込】ボタンは当ソフトが
設定した科目体系を取込みます。

④

↓ 販管費に続く



最初、この画面を開いた時は前期実績のデータが表示されています（前期実績の
登録がある場合に限ります）。そのデータを計画値に置換えます。
計画の画面に取込んだ前期損益データを変更した後でも、前期データの再読込
みを行い元に戻す事が出来ます。全データの読込みが出来るほか、各勘定科目
ごとに行うことも出来ます。前期実績値は原則として登録しますが、場合によっては
省略でききます。第1期で前期値がない時は計画値を入力するのも一法です。
【科目策定】ボタンは科目毎の個別計画をするボタンです。

P6

メインメニューの【利益計画】のボタンで下の計画画面が開きます。

これらの科目属性は資金計画書に必要です。

初めに画面を開いた時は既定の属性数値が振付けられて

います。法定福利費は内容（消費税課税対象の有無）によ

り「4」を振ってください。

属性の振付は消費税が課されているか、資金と関係あるか

ないかで異なります。

前頁①の【科目属性】ボタンをクリックすると、属性を入力す

るための専用画面が開きますから便利です。



Enterキーを押してセルを移動する方向
： 【下】ボタンをクリックすると下方向に移動します。
： 【右】ボタンをクリックすると右方向に移動します。

上の一覧式の損益計算書の画面に直接、データを書込んで計画を立て
る計画に対し、或る任意の科目を選択してその科目専用の画面を開き、
より精密な計画を立てることができます。前者を通常計画、後者を個
別計画と呼ばさせて頂きます。
今、仮に売上高の行を選択し【科目策定】ボタンをクリックすると、
次頁のような画面が開きます。（収集サンプルが違うため数値は違い
ます） P7

下

右

科目
策定

【連続入力】ボタンは同一金額を右方向の全てのセルに入力するためのリピートボタ
ンです。（決算欄を除く）
或る任意の一つのセルに金額を入力したら、そのセルを選択した状態で【連続入力】
ボタンをクリックすれば、同一金額を右方向の各セルに入力します。
既にある金額をデリートして空白にし、その空白セルを選択状態にして【連続入力】
ボタンをクリックすれば、右方向の各セルを空白にします。



「当期の増減率」欄「あ」 に数値を入力し、【増減率】ボタンをクリックしたも
のが上の画面です。
計画年額を各月に配分して計画を立てる場合は、「年額（当期）」の欄「い」
に計画年額を入力し【前期比配分】 【売上比配分】その他のボタンをクリッ
クして策定します。
策定した結果の画面を更に上書き修正することも出来ますし、これらのボ
タンを使わず、いきなり画面に直接入力して策定することも出来ます。
【対売上率による計画】ボタンは10通りの売上科目別に対売上率等を使っ
て策定する画面を開きます。
【決定】ボタンは以上で計画したデータを通常計画の画面に送ります。
送らない場合は【戻る】ボタンをクリックして、通常計画の画面に戻ります。

　前頁の【印刷その他】ボタンで次頁で紹介する画面が開きます。

P8

あ

い



P9

「計画画面」の【印刷その他】ボタンで下の[Ａ]画面が開きます。
ボタンの説明は画面上で行なっています。

A



損益予測について

最初、この画面を開いた時は計画値のデータが表示されます。
そのデータを実績値で上書きします。

P10

メインメニュの【損益予測】のボタンをクリックすると、予測画面が開きます。
この予測画面のデータは実績データにより上書きされます。

【経営情報Ⅰ】【経営情報Ⅱ】ボタンで各種のグラフ（数値表付き）を得られます。
そのグラフで【動向】ボタンというのが有ります。これは直近3ヶ月の「前期損益
実績に対する当期実績の率」と 期首から現在までの「前期損益実績に対する当期
実績の率」の平均率を未経過月の前期実績値に乗じたものです。
上の「 実績・予測 」画面の右端には【指定月現在での損益分岐点】ボタンがあり
任意の月を選択して、実績に基ずくか予測に基ずくかによる損益分岐点売上図表を
求めることが出来ます。【経営情報Ⅰ】の中の分岐点図表は年間ベースです。



計　画　を　立　て　ま　す

予　測　を　立　て　ま　す

上の予測に実績を上書きします 実績＋予測＝当期年間予測

実　　　　　績 予　　　　　　　　測　

P11

前頁の「実績・予測画面」の【印刷
その他】ボタンで［B］画面が開きま

B

①



　前頁画面の①【実績入力】ボタンをクリックすると下の[Ｃ]画面に移動しますが、
　これとは別にメインメニュー(Maim Menu)の【損益計算書実績】ボタンをクリック
　しても下の[Ｃ]画面に移動します。

上の画面にある【試算表
形式入力画面へ】ボタン
で左の［Ｄ］画面が開き
ます。
［Ｃ］画面に直接入力す
るか、［Ｄ］画面を開い
て入力するか良いと思う
方法を選択してください。
［Ｄ］画面へ入力した場
合は借方金額・貸方金額
の差引金額を［Ｃ］画面
に取込みます。

P12

①【前月▲ 】ボタンをクリックすると、逐次、前の月
のデータが表示されます。そのデータを修正
することが出来ます。

②【翌月▼ 】ボタンをクリックすると、逐次、翌月
のデータが表示されます。その月がデータ未入
力の場合には、データを入力しない限り、先へ
は進みません。

Ｄ

Ｃ



P13

Ａ

B

［Ｂ］画面の③【照会】ボタンをクリックすると上の［Ｂ］画面で指定した科目の
推移表が［Ｃ］画面のように表示されます。

Ｃ

［Ｂ］画面で科目を指定します。
指定する科目を選択し②【選択】
ボタンをクリックします。この例で
は「売上高1」と「材料仕入」を指
定（☆印）しました。

③
②

Ｂ

①のボタンは☆★の自動計算

マクロが組込まれています。

【翌月▼】【前月▲】ボタン

を押すと貸借対照表と損益計

算書の利益が、一致するかど

うか計算しますが、この画面

に入力しただけでは計算しま

せん。その場合でも一致か不

一致かを知りたい時は【☆★

チェック及び更新】ボタンを

押してください。

①

11頁［B］画面の【重要科目推移表】ボタンで下の［Ｂ］画面が開きます。



上の様式は当ソフトに特有のもので、一般的ではありませんが、利用価値があります。
この様式ではなく、一般的な様式で印刷したい方のために別途、六区分表示による
印刷が出来ます。（18頁の［Ａ］画面に【一般印刷】のボタンがあります）
上の画面で、或る項目に問題が発生すると、左端の欄外に★印が付きます。問題の
内容を知るには【検証】ボタンをクリックします。次頁の画面が開きます。 P14

【検証】ボタンで次頁に説明
する画面が開きます。

【資金計画】ボタンを
クリックすると、
資金計画書の画面に
移動します。
計画にするか、予測
にするか問われます
ので選択します。



問題がある項目については☆印が★印に変わります。
この画面で【下降▼】ボタンをクリックすれば下方へ、【上昇▲】ボタンをクリック
すれば上方へ移動して項目を選択します。特定のある科目を選択するには、
その科目を選択状態にして【項目(選択）】ボタンをクリックします。

P15

のボタンをクリックすると
次頁画面が開きます

貸借対照表チェック
損益計算書チェック

左の画面は《売掛金》を選
択したものです。この画面
で【貸借対照表チェック】
ボタンを押すと次頁で紹介
する画面が開きます。



　この画面で【翌月▼】ボタンをクリックすれば下方へ、【前月▲】ボタンをクリックすれば
　上方へ移動して、その月分を選択してデータを表示します。特定のある月を選択する
　には、その月を選択状態にして【年月選択】ボタンをクリックします。

P16



P17

Ａ

上の画面の【項目別策定】ボタンをクリックして個別計画に入ります。
「売上代金回収高」の行を選択状態にして、【項目別策定】ボタンをクリックすると
下の画面が開きます。

①



資金計画書（前頁）①の【印刷その他】ボタンで次の画面が開きます。

P18

上の画面右側にある【ＣＦ】ボタンをクリック
すると下のキャッシュフロー・マネジメント表
画面が開きます。

B

A



P19

前頁の【期首対比】ボタンで、貸借対照表の［Ａ］画
面が開きます。 【当月比較】ボタンは計画と実績の
対比表の画面を開きますが予測の画面からでない
と開きません（計画では不可）。

前頁[Ａ]画面の【12か月連月表示】ボタンで
この連月貸借対照表の［Ｂ］画面が開きます。

［Ａ］

［Ｂ］



5ヵ年中期計画

P20

上の【経営情報等】ボタンで、下のサブメニュー画面が開きます。

①
②

③

①の【中期計画】は単年度計画完了を条件とした中期計画です。このボタンをクリ
ックすると、計画か予測かを選択するメッセージが出ます。

②の【中期計画】ボタンは単年度計画を経ずに直ちに中期計画に入ります。
③の【中期計画（別格版）】ボタンは①或いは②とは全く関係なく独自な視点から

中期計画を立てます。



前頁①の【中期計画】ボタンを押すと上の画面が開きます。

作業は①から④へと順序通り進めますが、遡って作業を行うのは差支え
ありません。

【中期計画等データ入力】ボタンをクリックすると、次頁の画面が開く。

前頁②の【中期計画】ボタンの場合は前頁のサブメニュー画面から直ち
に中期計画のデータ入力画面（次頁）に入ります。

P21



P22

20頁①の【中期計画】ボタンを選択した時は、単年度計画のデータ
をこの画面に取込むことができます。
20頁②の【中期計画】ボタンを押した場合は直ちに、この画面に入り
データを入力します。

①

この画面の第2期以降は各セルに算式が組込まれているので自動計算して表示
しますが上書き入力が出来ます。上書きすると組込まれた算式は失われますが、
【算式復旧】ボタンで算式を復旧させる事が出来ます。
復旧されては困る行は欄外指定場所に「９」の数値を入力します。
※「20.0％」のパーセント表示は実際は実数を入力します。



画面最上部にある②の【固定資産・有価証券の売却】ボタンは上の表の
赤点線内の売却等に関するデータ入力専用の処理画面を開きます。

P23

【単年度の利益計画】ボタンをクリックすると、単年度の利益計画の画面に移動します。
移動先で修正が終ったら【戻る】ボタンでこの画面に戻ってきます。

① ②

単年度計画を立てている時は③の【参考デー
タ取込】ボタンをクリックすると、単年度データ
が画面に表示されます。
そのデータを【本表に取込】ボタンでこの表に
取込む事ができます。上書き補正もできます。

③

④



この画面ではデータを入力できません。
22頁の画面に戻って修正してください。 P24



①の【売却（売却等）】ボタンで専用の処理画面を開きます。
②の【ＣＦ】ボタンをクリックすると次頁のキャッシュフロー・マネージメント表の画面に
　 移動します。 資本金等の非資金取引については、中期計画の22頁のデータ入
　 力の所で行います。

P25

①

②

①



上の【ＣＦ】ボタンで下の画面が開きます。

P26

「売上代金回収高」を選択したのが
下図の画面です。

任意の項目を選択して、
【※項目の個別計画】ボ
タンをクリックすると、
その項目についての計画
画面を開きます。
（※付きの項目に限る）



2１頁④の【中期要約貸借対照表】のボタンをクリックすると、下の画面が開きます。

　「その他流動負債」の金額は修正できません。貸借不一致額の自動調整
　機能を持たせている為です。この金額が赤字となる事もあります。それ
　が不都合な時は「その他流動資産」の金額を適宜に増額して黒字に変更
　して下さい。

P27



P28

Ａ

Ｂ

20頁の「経営情報等」メニューの【経営戦略】ボタンで［Ａ］画面が、［Ａ］画面の【経営戦略②】
ボタンで［Ｂ］画面が開きます。

空白の欄に策定値を
与えてその変化を見
ます。

あ

「あ」欄に策定値を与えて変化を見ます。【原データ復元】で当初の状況に戻ります。

空白欄は策定のためのデータを入力します。



P29

20頁の「経営情報等」の【経営診断】ボタンで下の画面が開きます。

20頁の「経営情報等」の【損益対比表】ボタンで下の画面が開きます。



P30

「経営情報等」の【利益計画実績対比表（印刷可）】ボタンで下の［Ａ］［Ｂ］の帳票を印刷
します。（※帳票画面で内容確認の上、印刷します。）（2０頁）

［Ａ］

［Ａ］表は計画と実績の対比表であり、［Ｂ］表は当期実績と前期実績との対比表です。
いずれも当月比較、現在月での累計比較をします。「当期年額」欄で決算予測を比較する。

「経営情報等」（２０頁）の【資金計画実績対比表(印刷可)】ボタンで下の［Ｃ］画面が
開きます。［Ｃ］画面の【印刷】ボタンをクリックすると下の［Ｄ］表を印刷します。

［Ｂ］

［Ｃ］

［Ｄ］



P31

Ａ

a

①

②
③

Ｂ

④

［Ｂ］画面の④【実績・予測へ】ボタンを
クリックすると［Ｃ］画面を開きます。Ｃ

①の【部門リスト】ボタンをクリックして［あ］のリスト画面を開き、部門を
登録します。①のボタンは登録専用ボタンなので、このボタンで開い
たリストからは実行部門の選択はできません。

リスト画面

左の画面は ｢Main Menu｣ の
【部門損益】ボタンで開きます。

［あ］
全社の画面を開くにはaの総部門数が入力
された状態で部門リストから「全社999」を選
択する必要があります。３頁のMain Menu画

面の部門コード（a）に999が入った状態でな

いと開きません。

メインメニュー【部門等選択】
ボタンで下の[あ]のリスト開き、
そこで実行部門を選択して
から、 Main Menuに戻り【部
門損益】ボタンで上の[Ａ]画
面を開き、②の【部門損益一
覧表】ボタンをクリックすると
[Ｂ]画面が開きます。



P32

前頁③の【部門売上集計表印刷】ボタンをクリックすると下の各帳票を印刷します。



P33

31頁の「部門損益の計画(Ｂ画面)」や「部門損益実績・予測(Ｃ画面)」の画面
には上の[Ａ]画面①の【部門別損益ＡＢＣ分析】ボタンがあります。このボタンを クリックす

ると下のようなＡＢＣ分析表が開きます。

①

通常は本社で全ての部門計画を処理しますが、各部門が独立して経営計画を立て管理す
る場合もあります。その場合に上の[B]画面の②③のボタンを使います。
「前期実績」画面・「計画」画面・「実績・予測」画面には上の[Ｂ]画面の②【総合部へ】ボタン
と③【独立部門から】のボタンがあります。（説明の便宜上、若干、様式を変更しています。）
②の【総合部へ】ボタンは部門側専用のボタンです（本社側では使いません）。このボタンを
クリックする事により、部門側の入力データを全て本社へ送ることができます。データは≪部門
≫ファイル（転送用Ｆファイル）に格納し、そのファイルを本社に届けます。
③の【 独立部門から】ボタンは本社側専用のボタンで部門側は使いません。部門側から届
いたファイルから部門側のデータを③のボタンで本社側に取込みます。
「前期実績」・「計 画」・「実績・予測」にあるボタンは連動していて、いずれかのボタンで全て
のデータが同時に作動します（各画面ごとに行う必要はありません）。

[ Ａ ]

[ Ｂ ]

②

③

ＡＢＣ分析表は「売上高順」・「総利益順」・「営業利益順」の各ボタンでデータを
昇順で並べます。【部門順】ボタンで部門順に戻します。



建設業でも一般会計を採用する場合が多いですが、｢建設業会計｣を採用している
場合には資金計画書画面の【建設業会計】ボタンをクリックしてください。
次頁の画面が開きます。

P34

上は ｢Main Menu｣の【初期設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】ボタンをクリックして開く画面です。
建設業会計を採用する時は、特殊登録事項のチェックボックス □ （ 建設業会計採用 ）に
チェックをいれます。



P35

［A］ ［B］
［A］部分には利益計画の数値が
読込まれます(計画・予測・実績）

［B］部分には未成工事支出金借方の
実績又は予測の値を入力します

［C］
［C］部分には未成工事支出金貸方の
実績又は予測の値を入力します

［あ］ ［い］

［あ］［い］部分の数値は利益計画
データのうち建設業会計の対象外
の数値を読込みます。

消費税額はこの画面を開いた時に自動計算されますが、
初めて開く時は条件不明のため計算されても不正確で
す。消費税割合や消費税率を入力してから①のボタンを
クリックしてください。①のボタンは【消費税額を計算する
（手入力可）】を指します（上部赤丸点線内の①ボタン）。

①
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